
練馬問題（大泉）について 
 

 

ＰＩ協議会での二回に亘って討議された「ねりま問題」で検証され

たこと。 

 

 

①高速道路の建設によっておこるインター周辺の交通集中が、18 年

を経過した現在も解消されない理由は、アクセス道路の整備がさ

れなかった。 

 

 

②230 号道路の整備ができないのは、地下鉄 12 号線延伸の開発事業

とセットで練馬区が要望したため、土地区画整理事業から着手し、

道路には手をつけていない。このような、まちづくりと合わせた

計画は、交通集中を解決しない。 

 

 

  今回、外環道路に関する方針案で、練馬区が要望した青梅街道

インターは、上石神井駅周辺まちづくりのため必要（外環ジャー

ナル 12 号）としているが、外環と開発事業とは切り離すべきであ

る。また、青梅街道インター交差点は谷原と同じ渋滞をひきおこ

すおそれがある。その上、地上部街路もできれば、41 年の外環原

案以上に沿線住民に大きな被害をもたらすことが予測される。 

  国土交通省と東京都が 15 年 3 月に公表した「地上部への影響を

小さくするため、極力、大深度地下を活用する」という方針を貫

いていただくよう要望します。 
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